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心室中隔欠損症における短絡率と再分極時間変動比率の関係
○内田 英利1, 長谷 有紗1, 江竜 喜彦2, 竹内 佑佳3, 畑 忠善1,3 (1.藤田保健衛生大学医学部　小児科,　2.豊川市民病院
　小児科,　3.藤田保健衛生大学大学院　保健学研究科)
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【背景】心室中隔欠損症（ VSD）では，左右短絡による両心室の前負荷が増大するために自律神経緊張の高まり
と，代償的な心筋肥厚が生じて心筋脱分極や再分極過程は変調されることが予想される．【目的】再分極時間の
変動特性が手術適応の補助的指標になり得るという仮説を，後方視的に手術実施患児と未実施群，および健常児
から得られた計測値を比較し検証する．【方法】 VSD患児74名の心電図サブインターバル解析｛連続120心拍の
RR， QT， J pointから Tend（ JT）， J pointから T peak（ JTp）， Tpeakから Tend（ Tp-e）の時間計
測｝を行い，それぞれの心拍補正値と再分極変動指数（ Variability Index）を算出し，同日に記録されたドプ
ラー超音波検査から得た短絡率との相関を検討した．さらに手術適応群（17例）と年齢と性を一致した非適応群
（47例），健常対照群（47例）間の比較検定を行なった． 【結果】症例群において短絡率と JTpCは負の相関を
示し， JTpVIは有意な正の相関を示した．３群間の比較では，補正値 JTpCと JTCに手術適応群と非適応群間，手
術適応群と健常群間に有為差を認めた．一方，変動指数の Tp-eVIは手術適応群と非適応群間および健常群間のそ
れぞれに有意差を示した．【結論】心室中隔欠損症児童についての後方視的な検討から， Tp-eVIは手術適応の予
測，および疾患群と健常児童群を識別した．早期再分極時間の JTpC時間，及び JTpVIは手術実施を説明する指標
となり得た．手術適応とされる病態が再分極過程に反映され，侵襲的検査に制限のある小児では有効な補助指標
になり得ることが示唆された．


